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 休校期間が 4 月 10 日～5 月 31 日の 2 ヶ月にも及びました。そ

の後半に、週に一度の課題受渡日を設けました。生徒にとっても

先生にとっても、大変貴重な時間で、笑顔を交わし、課題の質問

に説明と、短いながらも中身の濃い時間を過ごしました。 

休校中課題受け渡し 202０/ ５/７～2９ 

 

分散登校 ５/２１～29 

 

 休校期間の終盤に、分散登校日を 6日間、１人につき 3回の登校日を

設けました。密を避けるために、全校生徒の１／４ずつが登校し、教室

内には 1／2の人数で行いました。１ヶ月半ぶりの授業で、集中力が素

晴らしく、生徒同士の話し合いは出来ないのですが、授業の内容にしっ

かり入り込んで、「わかった」という笑顔も多く見られました。 

 休校期間中の課題は、ほぼ全員が提出し、eboardの活用率も 40％に

達し、52％がわかりやすいと回答しました。今後の家庭での課題・学習

については、さらに提出率・活用率が上がるものを工夫していきます。 

学校再開  2020/６/１～ 

 

部活動再開   ６/８～ 

 

 待ちに待った学校が再開しました。マスクを着用し

ながらの朝のあいさつから始まって、検温カード提

出、手指消毒と新しい生活様式がルーティン化してき

ています。６月１週目は４限まで、２週目からは６限

＋部活動、３週目からは、一部特別時間割で授業を回

復していきます。やらされ感なく、仁智・創造・自立。 

 加賀地区、県体～全中の中止は、頭ではわかりますが、

受け止めるまでに時間がかかったと思います。特に３

年生の皆さんは、特別な思いがあると思いますが、部活

動を通じて培ってきたことは、これからの人生で役立

つことばかりです。困難に打ち勝つ心と体、ともに頑張

ってきた部員との絆は決してなくなるものではありま

せん。7月中旬までの部活動を３年間の総まとめとして

充実した期間を過ごすことを願っていますし、先生達

もできる限りのサポートをします。 


